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20世紀における雅楽のテンポとフレージングの変容

一ガイズバーグ録音と邦楽調査掛の五線譜

寺 内 直 子

は じめに

本稿 は、20世 紀 にお ける雅楽の テ ンポとフ レー ジングの変化 に関す る試論

であ る。 従来 の雅楽の過去 に遡 る歴史的研究 は、平安、鎌倉 時代 な ど、 中世

以前 の比較 的古 い時代に注 目す る ものが圧倒的 に多 い。 しか し、実 は、我 々

の近 い過去で ある明治、大正時代の雅楽の実態 は、意外 に も明 らかではない。

雅楽 の実技 を嗜んだ ことのあ る人であれば、今 日、 ごく普通 に標準楽譜 と し

て使 われている 「明治撰定 譜」 と、実際 に習 う管楽器 の唱歌 や旋律 が乖離 し

ている ことにす ぐ気づ く。 しか し、 いったい楽譜 と実態 がいっか ら乖離 した

のかにっいては、 主 と して資料の制約か ら、誰 も明 らか に して来 なか った。

そ もそ も、「明治撰定 譜」 が、撰述 され た当時の実態 をどの程 度反映 した も

のなのか、 とい う点 す ら詳 らかで はな い。

今 回、筆者 が無謀 に も明治か ら大正、昭和初期 の雅楽 のテ ンポ とフ レー ジ

ングにっ いて考察 を試 みよ うと考えた最大の理 由は、2001年4月 に 『全集

日本 吹込 み事始 め』(東 芝EMI)と い うCDが リ リース された ためで あ る{1}。

これ は英 国グ ラモフ ォン社 の フレデ リック ・ガイスバ ーグ(1873-1951)に

よ って製作 され、 ロ ン ドンのEMIに 保 存 されて いた7イ ンチ と10イ ンチ円

盤 レコー ドの復刻 である。録音年 は明治36(1903)年 で ある。 この中 に唐楽

盤渉調(ば んしきち。う)〈音取(ね とり)〉 〈青海波(せ いがいは)〉 〈白柱(は くち。う)〉、

平調(ひ ょうち。う)〈越殿 楽(え てんらく)〉 〈陪臆(ば いろ)〉、壱越 調(い ちこっち。う)

〈蘭 陵王(ら んり。うおう)〉 〈武 徳楽(ぶ とくらく)〉 〈胡 飲酒破(こ んじ。のは)〉、太食

調(た いしきち。う)〈合歓塩(が 。かえん)〉、催馬楽(さ いばら)〈更衣 に うもがえ)〉 の!0

曲 の 雅楽 曲が収 め られている(収 録順不 同)。
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本 稿 は、まず、 この録音 を楽器編成、 テ ンポ、 フ レー ジングなどの観点か

ら分析 し、重 ねて、それが当時の雅楽の演奏実態 を忠実 に反映 した ものであ

るか どうか、 とい う 「録音の解釈」の問題を提起す る。次 に、 これを大正 か

ら昭和初 期にかけて作 成 された、東京音楽学校 ・邦楽調査掛 の五線譜 と比較

す ることによ って、テ ンポ、 フ レージ ングの変化 にっ いて考察 する。

なお、本稿 は2001年11月24日 、 東洋音楽学会第52回 大会 における口頭 発表

の原 稿に、大幅に加筆、修正を加え た もので ある。 当目、 さまざまな質 問 と

ご意 見を下 さった先生 方 に、 この場 を借 りて深謝 申 し上 げたい。

1.明 治36(1903)年 の ガ イ スバ ー グ録 音 の概 況

前掲CDの 解 説書 によ る と、 フ レデ リ ック ・ウ ィ リアム ・ガイ スバ ー グ

FrederickWilliamGaisbergは1873年 生 まれの ドイッ系 アメ リカ人で ある。

1898年 に ロン ドンで レコーデ ィング ・スタジオを設立 したのち、 ヨー ロッパ、

ア ジアでの 出張 録音 も多数行 った。 円本 に は1903年1月14日 か ら3月5日

(ま た は6日 頃)ま で滞在 し、2月4日 か ら28日 まで、東 京の メ トロポール

ホテルでベル リナー平 円盤 レコー ドによ る録音 を行 った(山 本2001)。 こ

の時録音 した 日本音楽 の種 目は、雅楽、謡 山、狂 言、 薩摩 琵琶 、義太夫、常

磐津、清 元、 長唄、俗 曲、 筑前琵琶、 晃曲、洋楽(吹 奏楽)、 新劇、浪 曲、

声色、落語、詩吟、 その他多数 におよんでいる。

2.雅 楽 の録音 の概況

2-1.録 音曲目と収録箇所

雅楽の録音曲目は唐楽の壱越調 〈蘭陵王〉 〈武徳楽〉 〈胡飲酒破〉、平調

から 〈越殿楽〉 〈陪臆〉、盤渉調から 〈盤渉調音取〉 〈青海波〉 〈白柱〉、

太食調から く合歓塩〉、催馬楽の 〈更衣〉、の10曲(順 不同)で 、このうち、

途中までしか録音されていないのは 〈青海波〉 〈更衣〉 〈蘭陵王〉の3曲 で
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ある。 これ以外 の楽 曲にっいて は、 一応 最後 まで録音 されて いる。

唐楽 曲の収 録箇所 は表1の 通 りであ る。 まず、 曲名、 と 「早八拍子(は やや

ひ。うし)」等 の時間構造 の類型 にっづ き、 録音 に収録 され た部分 を拍子の数で

示 した。()内 は全体の拍子 数 であ る。 た とえば 〈青海波 〉 の 「拍子5

(!2)」 は、終 りまで演奏 されれば全部 で拍子12と なるが、 この録音で はこの

うちの始 めの拍子5っ 分 しか録音 されていない、 という意 味である。同様 に、

〈蘭陵王 〉 も始 めの拍子6っ 分 しか収 録 され ていな い。「楽譜 の行数」 の欄

には、収録 され た部分 を楽譜 に表記 した場合 の(「 明治撰 定譜」 に基 づ く)

行数 を示 した。 この行数 は、八拍子曲では拍子数 と一致 するが、四拍子(よ ひ。

うし)曲 は、通 常一行 に拍子2っ 分が表記 され るため、 行数 は拍 子数 の半 分に

な る。〈陪臆〉 は四拍子 曲であ るが、「只拍子」 であ るため、例 外的 に楽 譜の

一行 に拍子1っ 分が表記 されて いる
。

表1ガ イズーバーグ録音雅楽曲の収録部分

曲名 時間構造の類型 収録部分 演奏方法 終わり方 楽譜の行数 収録時間
盤渉調音取 非拍節的 全部 通常 通常 57秒

青海波 早八拍子 拍子5(12) 通常 盤渉音で終 5行 1分50秒

白柱 早八拍子 拍 子9(9) 通常 通常(止 手) 9行 3分8秒

越殿楽 早四拍子 拍子10(20) ABCAB(繰 り返し省略) 通常(止 手) 5行 2分14秒

蘭陵王 早八拍子 拍子6(16) 通常 壱越音で終 6行 3分2秒

武徳楽 早四拍子 拍子8(12) 最後4拍子の繰り返し省略 通常(止 手〉 4行 1分56秒

胡飲酒破 早四拍子 拍子10(14) 途中4拍 アの繰り返し省略 通常(止 手) 5行 1分31秒

陪瞭 早只四拍子 拍子12(12> 1回 のみ(換 頭の前 まで) 通常(止 手) 12行 3分1秒

合歓塩 弔四拍子 拍子20(40) ABCDEFABCD(繰 り返 し省略) 通常(止 手) 10行 3分13秒

備考1楽 曲はす べて管絃 吹。

備考2付 所 はす べて初太鼓。

備考3全 曲10イ ンチ盤 で収 録。

備考4(盤 渉調 音取〉 と 〈青海波〉は1セ ッションとして連続 して録音。

備考5(武 徳楽〉 と く胡飲 酒破〉も1セ ッションとして連続 して録音。

全 曲収録 の楽 曲の中には最後 まで収録 されて いるが、繰 り返 しを省略 した

ものがい くっか あ る。 たとえば、〈越 殿楽〉 は拍子2つ 分 を通常2回 ずっ繰

り返 すが、 この録音 で は繰 り返 しな しで演奏 されて いる。 〈越殿楽〉 は、通

常、楽譜で は拍子2っ 分 を1行 に表記 し、全体 は3行 となる。各行 を仮 にA、

B、Cと した場合、今 日もっとも一般的 な演奏法 ではAABBCCAABBと 演 奏

す るが、 このガ イスバー グ録音 で はABCABと 演 奏 して い る。同様 に、〈合
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歓 塩 〉で も本来ABAB・CDCD・EFEF・ABAB・CDCDと 演 奏す るところ、

ガイスバ ーグ録音 ではABCDEFABCDと な っている。 また、〈武徳楽〉で は、

本来 はABCDCDで あ るところ、 最後 の四拍 子 の繰 り返 しを省略 してABCD

と し、 〈胡飲酒破 〉 はABCDCDEの と ころ、途 中 の拍 子4っ の繰 り返 しを

省略 してABCDEと してい る。

なお、雅楽曲 はす べてベル リナ ー円盤 レコー ドの10イ ンチ盤 に録音 されて

いた。 前掲CDの 解 説書 によ ると、78回 転 の場合、10イ ンチ盤 で は収録時 間

は2分30秒 程 度 とい う(岡 田2001:21)。 しか し、 この録音 で は3分 を越 え

る もの もあるため、78回 転 よ り遅 い録音速度だ った可能性が ある。

2-2.演 奏 者

演奏者 は、 オ リジナルの レコー ドの レーベルによ ると、 当時の宮 内省式 部

職 楽部 の雅 楽師長 ・東 儀季煕(1831-1914)が11名 の 楽人 を率 いて いる とい

うことは分か って いるが(千 野2001)、 季 煕以 外の11人 の具 体的 な氏名 は不

明であ る。塚原 康子の研究 によると、 この時期、楽人 は、雅 楽を専門 にす る

雅 楽師、雅 楽手 、雅楽生 とい う職掌 と、洋楽 を専 門にす る楽師、楽手 、楽生

という職掌 があ った。 しか し、実際 は両方 を兼務 す る場 合が多か った ようで

あ る。 この時期 は現在の宮内庁楽部 の倍 にあた る、 総勢 で50名 くらいの楽人

が楽部 に所属 して いた(塚 原2001)。

ガイ スバーグ録音 に比較的近 い明治31(1898)年 の 楽部 の職員録 を見 ると、

次 のよ うな楽人が当時所 属 して いた ことがわか る(表2)。 こ の中で、★ を

っ けた奥好義(お く・よしいさ)、東儀俊龍(と うぎ・としたっ)、多忠基(お おの・ただもと)、

多久寅(お おの・ひさはる)は 、 後述の、東京 音楽学 校 ・邦楽調査掛 で雅楽の五線

譜へ の採譜 を担当 した者 であ る。 奥好義 を除 き、邦楽調査掛採譜 に関 わった

楽人 は、!900年 前 後 の楽部 の人員(年 齢)構 成 か ら見て、比較的若 い世代 に

属 して いるため、録音 には参加 していなか ったか も しれ ない。
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表2明 冶31(1898)年 の楽部の楽人

1こ の表は、塚原康子の 『近代雅楽制度の研究』をもとに作成した

(塚原200157,29-44)。

2「 職掌」欄には当時の役職と、()内 に専門の楽器を記した。

3「 年齢」欄には1903年 録音時の年齢を数えて記した。

4★ は、邦渠調査掛の採"普に関わった者。

氏 名 よ み 生没年 職 掌 年齢

東儀 季煕 と うぎ ・す え な が

しは ・ふ じつ ね

と うぎ ・す え よ し

183レ1914 雅楽師長(籏 策) 72歳

芝 葛鎮 1849-1918

1838-1904

1845-1917

1845-1916

1841-1905

楽師長兼雅楽師(笛)

雅楽帥(籔 築)

54歳

65歳

58歳

58歳

62歳

東儀 季芳

林 広継 は や し ・ひ ろ つ く 雅楽目巾(笙)

多 忠廉

辻 高節

おおの ・ただきょ 雅楽師(笙)

雅楽師(笙)つ じ ・た か み さ

奥 好寿 お く ・よ しな が

ふ ん の ・とき ち か

お お の ・た だ い さ

お お の ・た だ た か

うえ ・ち か あ や

あ へ ・す え とき

1854-1922 雅楽手(笛 〉

雅楽手(笛 〉

49歳

67歳

b5歳

54歳

52歳

66歳

豊 時郷 1836-1909

多 忠功

多 忠孝

1838-1923 雅楽手(笙 〉

雅楽手(笛 〉

雅楽丁(笛 〉

雅楽手(籔 簗)

1849-1925

上 近礼

安倍 季節

1851-1939

1837-1926

大村恕三郎 おおむら・やすさふろう 1869-? 雅楽手兼楽王(箪 築) 34歳

山井 基万

東儀 俊慰

多 久随

芝 砧夏

ヒ 真行

奥 好義★

豊 喜秋

辻 則承

や まの い ・も とかず

と うき ・と しや す

お お の ・ひ さ よ り

し は ・す け な つ

うえ ・さ ね み ち

お く ・よ しい さ

ふ ん の ・よ しあ き

つ じ ・の りつ く

1853-1908 楽師兼雅楽帥(笛)

楽師兼雅楽師(笥 築)

楽師兼雅楽師(竿)

楽師兼雅楽師(笛)

楽師兼雅楽帥(笛)

楽師兼雅楽師(笛)

楽師兼雅楽帥(笙)

楽師兼雅楽畠巾(笙)

50歳

62歳

55歳

1841-1924

1848-1924

1859ヨ928 44歳

52歳

46歳

55歳

47歳

ユ851-1937

1857-1933

1848-1920

1856-1922

林 広海

東儀 季長

安倍 季功

東儀 俊義

薗 広憲

多 忠古

多 忠龍

東儀 俊龍★

は や し ・ひ ろ み

と うぎ ・す え お さ

あ へ ・す え い さ

と うぎ ・と しま さ

そ の ・ひ ろか ず

お お の ・た だふ る

お お の ・た だ たつ

1848-1915

1857ヨ912

1862-1929

1863-1921

1849-1916

1845-1901

1865ヨ944

楽手兼雅楽至(笙)

楽丁兼雅楽丁(箋 藁)

楽手兼雅楽事(箏 築)

楽丁兼雅楽手(箏 簗)

楽手兼雅楽手(笙 〉

楽手兼雅楽手(笛)

楽手兼雅楽手(笙)

楽手兼雅楽手(箏 築)

55歳

46歳

41歳

40歳

54歳

58歳

38歳

38歳

薗 広虎

と うぎ ・と し たつ

そ の ・ひ ろ と ら

お お の ・た だ も と

ふ ん の ・ま さ あ き

そ の ・とい ち ろ う

1865-1927

186ひ1942

1869-1922

1848-1900

1871-1938

楽手兼雅楽手(笛)

楽イ兼雅楽手(笛)

楽 ア兼雅楽界(笙)

楽手兼雅楽丁(餐)

38歳

多 忠基★

豊 新秋

薗1-一 郎

34歳

}

32歳
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多 忠行

多 久毎

豊 時義

多 忠保

東儀民四郎

薗 兼明

多 忠告

おお の ・た だ ゆ き

おお の ・ひ さつ ね

ふ ん の ・と き よ し

お お の ・た だ よ り

と う ぎ ・た み しろ う

そ の ・か ね き よ

おお の ・た だ つ ぐ

お か ・ひ こ ろ くろ う

1871-1935

1872-1935

1873-1951

1873-1941

1876-1932

1875-1926

32歳

31歳

30歳

30歳

楽丁兼雅楽丁(笙)

楽手兼雅楽手(笛)

楽手兼雅楽手(笛)

楽手兼雅楽手(笙)

楽 ア兼雅楽ヂ(肇 簗)

楽F兼 雅楽壬(笙)

楽 手兼雅楽ア(笛)

楽 ア兼雅楽手(笛)

1876-1936

1874-1918

27歳

28歳

27歳

29歳岡 彦人郎

安倍 季頼

東儀民四郎

薗 兼明

多 忠告

岡 彦六郎

芝 忠重

あへ ・す え よ り 1870-1932 楽生(笙)

楽生(箏 策)

楽生(笙)

33歳

既出

既出

概出

既出

しは ・ただしけ

楽生(笛)

楽生(笛)

楽生(笛)1875-1936

1874-1934

1877-?

28歳

辻 英古 つ じ ・は る よ し 楽生(笙) 29歳

東儀(多)忠品 とう ぎ ・た だ の り 楽生(?) 26歳

窪 光則

安倍 季秀

薗 広業

多 久元

東儀哲三郎

久保 泳稚

薗 広保

多 基永

奥 好英

くぼ ・みつ の り

あ べ ・す え ひで
一

1879-1901

1882-1905

1878-1917

1878-1955

1884-1952

1874-1905

1879-1949

雅楽生(肇 策) 24歳

21歳

25歳

25歳

19歳

29歳

24歳

15歳

23歳

23歳

20歳

19歳

そ の ・ひ ろ な り

雅楽生(筆 簗)

雅楽生(?)
盟

お お の ・ひ さ も と

とう き ・て つ さふ ろ う
,

くぼ ・なが わ か

そ の ・ひ ろや す

お お の ・も と なが

お く ・よ しふ さ

と うぎ ・じゅ ん じ ろ う

お お の ・た だ と も

うえ ・ち か??

お お の ・ひ さ は る

しは ・ふ じお

や ま の い ・か けた か

や ま の い ・も と き よ

ふ ん の ・も と あ き

雅楽生(肇 藁)

雅楽生(?)

雅楽牛(?)

雅楽4(?)

雅楽伊(籔 簗)

雅楽生(笛)

1888-1969

1880畦923

1880-1907

1883ヨ956

1884-1939

1884-1931

1885-1929

?_?

1885-1970

1886-1955

東儀準=郎

多 忠朝

L近 勇

多 久寅★

芝 葛絃

山井 景貴

山井 基清

豊 宗秋

雅楽牛(笛)

雅楽生(筋)

雅 楽4(笛)

雅 楽 硅(欣ノ{)

雅 楽4(笛)

雅 楽 牛(笛)

雅 楽4(笛)

雅 楽 生(笙)

19歳

18歳

?

18歳

17歳

2-3,楽 器 編成～ ガイスバ ーグの 日記 か ら～

楽器編成 につ いて は、実際 の録音 の音 か らあ る程 度推 測て きるか、以下 に

示 したカイスハ ークの日記 の記述〔21からより正確 に判明 する。
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onekoto(harplikeinstrument)

Beiwa(guitar-likeinstrument)

twoinstrumentslookinglikeaveryminiaturechurchorgan,

blownbythemouthcontinuously

2reedinstrumentsabout4inchedlong,soundinglikeanoboe

twoflutesofbamboowood

onelargedrumsuspendedonastandard

onesmalldrum

onecymbalorsmallgong

`k
oto'は 箏(楽 箏)を 指 す と思 われ、 ガ イスバ ーグ これ を 「ハ ーフ。の

よ うな」 と形容 して いる。同様 に`beiwa'は 琵 琶 と思われ、 これは 「ギ ター

のよ うな」 と形容 して いる。次の楽器 は 「笙」 とい う名称 は記 されていない

が、 「教 会のオ ルガ ンの模型 のよ うな楽器 で、 ず っと吹 き続 け られ る」 とい

う記述 か ら、笙 であ ることは容易 に推測 され る。 同様 に 「4イ ンチ程 の長 さ

で、 オーボエの様 な音 のす る リー ド楽器」 は箪簗、 「竹 の フル ー ト」 とは龍

笛 の ことであろ う。 「枠 に吊るされた大 きな太鼓」 は楽太鼓、「小 さな太鼓」

は鵜 鼓、 「シ ンバ ルあ るいはゴ ング」 は鉦鼓 の ことと思 われ る。管楽器 は各

2名 ずつ、その他 の楽器 は1名 ずつで、全体 として、11名 の合奏であ る。

ここで興味 深いの は、 ガイスバ ーグの楽器 に対 する記述 や印象が、 きわめ

て正確 であ る点 であ る。彼 は自身 もピアノを弾 き、 す ぐれた新 人アーテ ィス

トを発掘 し、 その録音 を製作 す る ことに並 々 な らぬ才能 を発揮 した とい う

(山 本2001:29)こ と か ら、 その音楽が好 きか嫌 いか は別 と して[3〕、 さまざま

な異 国の音楽 と演 奏者 の質 を瞬時 に正確 に把握す る能力 に長 けていた と思 わ

れ る。
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3.ガ イ スバーグ録音雅楽曲(唐 楽、拍節的楽曲)の テ ンポ とフ レー

ジング

次 に、録 音されている楽 曲について、テ ンポ とフ レー ジ ングにつ いて考察

してみよ う。

3-1.テ ンポ

表3は 、各曲 のテ ンポにっ いて行 ごとにま とめた ものであ る。最終的な テ

ンポの上限が高 い ものか ら順 に配 置 した。 グラフ1は 表3を グラフに した も

のである。「音 頭(お んど)」は龍笛の音頭(ソ ロ)に よる出だ しの部分、 「付所

(っけどころ)」は合奏 になる部分 で、本録音 で は付所 はすべて初 太鼓であ る。付

所以下 の数字 は、楽譜 に した場合 の行 にあた る。 テ ンポは1小 拍子を四分音

符4拍 と して計 算 した場合の1分 間の四分音符の数で ある。

冒頭、笛 の音頭 は、現在 と変 わ らず、 あ るい はそれ以 上にゆ っ くりと吹か

れ る。付所直後 に加速 し、2行 目か らは加速 の度 合 いが増す。4、5行 目に

なるとほとん どの楽 曲がj=120に 達 す る%し か し詳 しく見 ると、テ ンポの

加速 の仕方 と上限 にっ いて、 これ らの曲の中にい くっかの類 型を見出す こと

が で きる。

表3ガ イズーバーグ録音雅楽曲のテンポの推移

曲名 音頭付所 2 3 4 5 6 7β 9.10 11.12 時間 行数
陪膿 36 45 65 80 112 120 120 132 140 144 3分1秒 12

白柱 27 48 96 125 130 133 134 140 140 3分8秒 9

合歓塩 28 43 90 118 118 120 124 140 140 3分13秒 10

胡飲酒破 43 70 80 96 120 121 1分31秒 5

青海波(途 中) 48 60 96 120 120 120 1分50秒 5

越殿楽 32 48 80 96 119 120 2分14秒 5

武徳楽 30 43 68 90 108 1分56秒 4

蘭陵王(途 中) 35 43 60 68 85 91 96 3分2秒 6
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グラフ1ガ イズーバーグ録音雅楽曲のテンポの推移

+陪 腫

+白 柱

合歓塩

胡飲酒破

+青 海波(途 中)

+越 殿楽

一←…武徳楽

一 蘭陵王(途 中)

まず、第一 グループは 〈白柱〉 と 〈合歓塩〉 で、 テ ンポの上限が最 も高 い。

〈陪腫〉 は 「只拍子 」 とい う特 殊 な時 間構 造の類型5で あるため、 こ こで は

ひ とまず脇 に置 く。 双方に共通 して見 られ る特徴 は、 と もに9ま たは10行 程

度 の長 い楽 曲を3分10秒 前 後の時間の中 に収めて いるこ とで ある。第二 のグ

ループは 〈胡飲酒破〉 〈青海波〉 〈越殿楽〉 である。5行 分 の楽 曲を演奏 し、

冒頭 の速度、 テ ンポの加速 は微妙 に異な るが、 テ ンポの上限 はいずれ も」=

120付 近 で留 ま って いる。第rの グループ は く武徳 楽〉 と 〈蘭 陵土〉 で、 テ

ンポの上限が 」=100前 後 で、 もっと も低 い。 〈武徳楽〉 は楽譜4行 分 を2分

近 い時間をか け、〈蘭陵王〉 は6行 分 を3分 以上 かけて演奏 している。 〈武

徳楽〉 とほぼ同 じ分量 の5行 分 を第ニ グループの 〈胡飲酒破〉 〈青海波〉 は

く武徳楽〉 よ り短 い時 間で演奏 してい る。 また、〈蘭 陵土〉の3/2倍 程 度

の楽曲を第一 グル ープの 〈白柱〉 〈合歓塩〉 は ほぼ同 じ3分10程 度 で演奏 し

てい る。

これ らの事実か ら、次 のような二点 を指摘す ることができる。 まず、 レコー

ドの録音 可能 時間内 に、か なり長 い楽曲 を無理 に収録 しよ うとす る場合 は、

テ ンポの上 限が高 くな るか、 テ ンポを早 めに加速 する(〈 白柱〉 〈合歓塩〉

な ど)。 次 に、短 くて十 分 に演奏 で きる もの、 あ るいは、 は じめか ら途 中ま

で しか録音 しない楽 曲 はテ ンポの上限が低 く、加速度 も小 さい(〈 武徳楽〉

〈蘭 陵王〉)、 と考え る ことがで きるc6〕。
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3-2.管 楽器 のフ レー ジング

次 に これ らの楽曲の フレージングにっ いて、冒頭か ら演奏す る笛 の旋律 に

注 目してその特徴 を見 てみ よう。 まず、現行 の笛の息継 ぎと比較 してみ よう。

譜例1は 、 もっと もな じみの あ る 〈越殿楽 〉 の比較 譜で あ る。 「明治 撰定

譜」[T}の上 に ガイスバ ーグ録音 の フ レー ジング(右 側)、 東京 音楽学 校 ・邦

楽調査掛 の五線 譜の フ レー ジング(中 央)、 現行 の フ レー ジング(左 側)を

書 き込んだ。 横線 と斜線の部分で息継 ぎをす る。

これを図式化 したものが、図1で ある。図1は3段 か ら成 り、各段 は 「ガ」

「邦」 「現」の比較譜 になって いる。「ガ」 はガ イスバ ーグ録音、「邦」 は邦 楽

調査掛、 「現」 は現 行の略で あ る。各段 は譜例1の1行 に相 当す る。各段 の

最上部 の 「・」 は小拍子、 「百」 は太鼓 を打 っ場 所 を表す。 各小拍子 は四分

音符4拍 分を有 し、小拍子2つ ずっ を一 っの(連 続 する)直 線 で表 した。各

段 の下部 には龍笛 の唱歌 を記 した。 唱歌 の中で()を 付 してあ るもの は、

「明治撰定譜」 に は書か れていない譜字 であ る。 音符 は、 音高 の変化 を一切

捨象 し、息が持続 している時間 をで きるだけ長 い音価 の音 符で表す。二小拍

子以上 にわたって息が続 く場合 は タイ記号 を使用 す る。息継 ぎは八分休符、

譜例1平 調 〈越殿楽〉現行(左)、 邦楽調査掛(中)、 ガイスバーグ(右)
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図1平 調 く越殿 楽 〉(早 四 拍子)フ レー ジ ング模 式 図

・ ・ 百 … 百 ・

ガe辺 」・ 》oevθ 》ej≧9ev-一
邦 。 £γ」・ ・ θ よ・よ ・ev.-ekJ。v　 　 　
現一 ・-vgte_ua_」　 　 　

トim(■)tレn7ア 。 ラc7)了 ト ラ^ト ・の 図 タ 了aラ(7汀

・ ・ 百 … 百 ・

ガeeゾ θveveVθ _LUL_.一__一_LV

邦r∋___一 」i.1,el_」v+__与_一 ・e・e-一
現_e____,-2tS__v。veveife_mu_」　 　 　
ト ヲ ホ ヲ・iレ・・ トLV・9・ ・ ト ・ラ チ ヤ回P7・ ラ ⑦ ア

・ ・ 百 … 百 ・

ガ _β門____e____vθeveeJ♪Je》一 一_一_
邦eよrよv_ve£1よ _L幽__一　 　 　 　 　
現 　 4.e2ア よv_e_____trJ:__iδ9θ ゾ
　 　 　 　　

夕7ノ 、7うaト ラハり う(ア)7ト ロ ト チィ〔1オ 、rヲ31」1

四分 休符およびv記 号で示す。

邦 楽調 査掛 の採 譜 にっ いて は後 に詳述す ると して、 ここではまず、 ガイス

バー グ録音の フ レージ ング と、現行の フ レー ジングにっ いて比較 してみよ う。

ひ とことで言 うな らば、 ガイスバ ーグ録 音のフ レー ジングは現在 のそれ と異

な ってい る。 雅楽の実技を経験 したことのある人 であれば、 この違 いはす ぐ

に識 別で きる。

ガイスバー グ録 音で は、1行 目末尾 は 「タ ア ロ ラ ア」 と吹 くが、現

在 で は 「タ ア ロ ラ/ア ア」(/は 息 継 ぎ)と 吹 く。 このよ うに、息 をあ

る小 拍子 か ら次の小拍子の 冒頭 まで延ば し、次 の小拍子 に入 ってか ら、改 め

て同 じ音 高を吹 きだす(そ の際 に、唱歌で は同 じ母音 を 「産 み字」 と して発

音 す る)と い う技 法 は雅楽の管楽器、お よびその他 の日本音楽 の種 目で多用

され る用 法であ る。 このよ うな、二小拍子 フ レーズの途 中で息継 ぎを入 れる

パ ター ンを ここで は仮 に 「中継 ぎ型」 と名付 けて お く。 この中継 ぎ型 は、
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〈越 殿楽〉で は図1の1行 日冒頭 の 「ロ/ヲ ル ロ」 のよ うに八分休符を挿入

す るパ ター ンと、三行 目最後 の 「ホ/ヲ 引 引」の ように四分休符を挿

入す るパ ター ンが あるが、前者 は後者 をち ょうど半 分の単位で展開 した形 と

な って いる。

八分休符を はさむ細か い息継 ぎは現行演 奏で は、1行 目末尾、1行 目太鼓

の あと、2行 目は じめ、2行 目末尾、3行 目の は じめ、太鼓のあ と、後半 な

ど、他 に も頻出 し、 ガイスバ ーグ録音 の フ レーズよ りはるか に細か く息継 ぎ

を して いることがわか る。逆 にガイスバー グ録音 は一息 で吹 く傾向が強 い、

と言え る。

〈越殿 楽〉以 外 の楽曲 にっ いて も、模式 図 を作 成 したので参 照 された い

(文末、 図2～8)。 なお、模式図 は原則 として、 ガイスバ ーグ録音、邦楽調

査掛五線譜(後 述)、 現 行演 奏の三者 の比較で あるが、 〈白柱〉 と 〈合歓塩〉

につ いて は、邦楽調査掛 の五線譜 が残存 していないため、ガ イスバ ーグと現

行のみの比較 となる。図 は、 ガイスバー グ録 音に収 録 してあ る部分だ けを比

較譜 に してあ る。 また、 「かけ吹 き」 のア ウフタク トの リズムは、 図が煩雑

になるのを避 けるため省略 してある。

3-3.録 音 の解釈～二つ の可能性 ～

以上 のテ ンポとフ レー ジングに関 す るガイスバー グ録 音 に見 られ る事実 を

ど う解釈す るか にっ いて は、分析 で きるデー タ数が少な いので、断定的な こ

とは言え ない。 しか し、 この範囲 で、次 の二 っの可 能性 を提起す ることがで

きるだ ろう。

第一 は、 ガイスバ ーグ録音 の大 きな フレーズを一 息で吹 く傾向 は、時間的

制約か ら来 る速 いテ ンポに起因 し、本来 的には、 もっと細か いフ レー ジング

で あった可能性で ある。現在 の管絃吹 きと舞楽 吹 きの特 徴か ら推察で きるよ

うに、 テ ンポが速 い ものは、 フレーズの切 り方 も、 より大 きな単位 となり易

い。

第二の可能性 は、 ガイスバー グ録音 の大 きなフ レーズを一息で吹 く傾向は、
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時間的制約 に関係 な く、当時 の恒常 的な実践 ス タイルであ った とい う可 能性

で あ る。 これ は、 ガ イスバ ーグ録 音中 の、 比較 的 ゆ っくり演奏 され てい る

〈武徳 楽〉 や 〈蘭 陵王〉 と、 たいへん速 く演奏 されて い る 〈白柱〉 〈合歓

塩〉(表2参 照)を 比べて も、 フレー ジングの点で相違 が見 られ ない(図3、

4、6、7参 照)、 とい うことか ら導 かれ る可能性 である。 す なわ ち、前 者

はフ レー ジングが細か く、後者 はおおざ っぱであ る、 とい う相 違 は見 られな

い。両方 ともに、八分休符 を入 れて細 か く区切 るフレージ ングが同程度 に少

ないので ある。

本稿で は次 に、 この第二 の可能性 に基 づ き、 ガイスバー グ録 音の フ レージ

ングと、 その15～20年 後 に行 われた邦楽調査掛 の採譜 の フ レージ ングを比較

し、両者間 に相違が見 られ るのかど うかを検討 す る。

4.ガ イスバーグ録音と邦楽調査掛五線譜

前述の ように、 ガイスバ ーグ録音 と現在 の フレージ ングは息 継 ぎの点 でか

なり異 な って いる。 こ こで はさ らに東京音楽学校 ・邦 楽調 査掛 で作成 された

五線譜の資料 を加えて、三者比較 を してみたい。 それぞれの フ レージ ングを

細か く観察 す る前 に、 「明治撰定 譜」 も含 め、本稿 で分 析を行 う資料 の成立

年代 につ いて整理 して お く。

まず、今 日の演奏 レパ ー トリーの標準 とな ってい るのが 「明治撰定譜 」で

ある。 これ は明治9(1876)年 と21(1888)年 に 、今 日の宮内庁楽部の前身

機関 が撰述 した楽譜集 の総 称(通 称)で ある。 この撰定作業 はすで に明治3

年 か ら始 まって いた ことは蒲生美津子 の研究 に詳 しい(蒲 生1986)。 「明治撰

定譜」 は基本的 に江戸末期 か ら明治初期 の伝承 が撰述 されてい ると考え られ

る。 「明治撰定譜 」の龍笛、 箏簗譜 は、 〈越殿楽〉 の譜例(譜 例1)で 示 し

たよ うに、管楽器 の唱歌 と指使 い(指 孔名)が 記 されてい る。 唱歌の譜字の

間 には フ レー ズの切 れ 目を表す句点 「・」、 右側 には小拍子 を表す 「・」 と
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「百 」が記 されて いる。

邦楽調査掛 は明治40(1907)年 に東京音楽学校(現 ・東京芸術大学音楽学

部)内 に設置 され、 日本伝統音 楽の蝋管録 音 と五線譜採 譜(訳 譜)[8)作 業 が

業務 の中心 であ った。雅 楽の採譜 は大正5(1916)年 か ら昭和2(1927)年

に か けて行 われ だ9]。 詳 しくは、 拙稿 を参照 され たい(寺 内2000、2001)。

邦 楽調 査掛 の五線譜 は、「明治撰定譜」 をその まま訳 した 「書法」 と、実 際

の フレー ジングを採 譜 した 「奏法」の2種 類 に分 けて記 されている。 この時

代 すで に、採譜 を行 った楽人 たちが、「明治撰定譜 」 と大正 時代 当時 の実 際

の フー ジングとの齪擁 を感 じてい たことは興味深 い。本稿 では 「奏法」 を分

析 の対象 とする。以上 を整理 す ると、4つ の資料 は次 のよ うに並 ぶ。

・明治撰定譜

・ガイスバ ー グ

・邦楽調査掛

・現在

明 治9、21(1876、1888)

明 治36(1903)

大 正5一 昭 和2(1916-1927)

「明治撰定譜」 とガイ スバ ーグ、 ガイスバ ーグと邦楽調査掛 の時間 的な間

隔 は各 およそ20年 程度 であ る。 すで に述べ たように、邦楽調査掛 で五線譜化

を担 当 した楽人 は奥 好義、東儀俊龍 、多忠基 、多久寅 の4名 であ るaOl。ガ イ

スバー グ録音 当時は全員宮 内省に在籍 して いた。4名 が録音 に参加 したかど

うかは不明 だが、少 な くとも、1903当 時 の演奏伝承 は共有で きる世代 であ っ

た と考 え られる。

それでは次 に、 ガイスバー グ録 音、邦楽調査掛五線譜、現在 の演奏 の三 つ

の フ レーズを比べ てみ よ う。図1～8を 参照 され たい。 例 えば 〈越 殿楽〉

(図1)の1行 目を比 べ ると、先程述 べた中継 ぎ型 の フ レーズがガイ スバ ー

グでは2箇 所 に見 られるのに対 し、邦 楽調 査掛五線譜で は3箇 所、現行で は

4箇 所 に増 えて いる。 同様 に、 〈越殿楽〉 の他 の行、 そ して、 〈越殿 楽〉以

外 の楽 曲にっ いて も、年代 が下 が るごとに、中継 ぎ型 フ レーズが増え る傾 向
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にあ る(図2～8)。

こ こで興味深いの は、邦楽調査掛 の五線譜 は、 ガイスバー グ録音 か らわず

か20数 年 後の大正年間 の採譜で あるに もかかわ らず、現在 と近 い フレー ジン

グがすで にかな り出現 して いる点で ある。 しか し一方 で、現 在 と異な り、ガ

イスバー グに近い フ レー ジングを維持 している箇所 も多い。 つま り、邦 楽調

査掛 の フ レージ ングは、 ガイスバ ーグ録音 と現行 の フレー ジ ングの間の過渡

的傾 向を示 してい るので ある。

さらに、 「明治撰定 譜」 のフ レー ジ ングが、仮 に、譜字 の間 に打 たれた句

点 「・」の箇所で息継 ぎを したと仮定す る と叱 「明治撰定 譜」 の フ レー ジ ン

グが もっとも長い まとま りを一息で吹 く傾 向が強 い。逆 に、現 行の演奏様式

は、一っ の フレーズ内 を細 か く区切 り、息 継 ぎ(特 に 「中継 ぎ型」)を 入れ

る傾 向が強い。 これを両極端 に配置 した場合、 ガイスバー グの フ レー ジ ング

は 「明治撰定譜」 に近 く、邦楽調査掛 の採譜 は、大 きな まとまりを一息で吹

く部 分を残 しなが ら、一方で細か く区切 ってい く現行 の フレー ジ ングと同 じ

傾 向の部 分が多 くなって くる、 と整理す る ことがで きる。

まとめにかえて～近 くて遠い明治 ・大正 ・昭和初期～

初 めてガイスバ ーグ録音 の 〈越殿楽〉 を聴 いた時、あま りの速 さに驚いた。

現在の演奏が、始 まりはJ=34、 終 わ り付近 のテ ンポの上 限 はJ=44で あ る

の に対 し、 ガイ スバ ーグ録音 で は始 ま りは現行 に近 いが、終 わ りは 」=120

に も達す る。 現在の雅楽の印象 を 「もった り、 ゆ っくり」 と形 容で きるとす

れば、 ガイスバ ーグの それ は 「さ っぱ り」 であ る。 もちろん、 この 「さっぱ

りさ」の一因 は、録音時間 の制限 にある。3分 程度 とい う時間制限に収 あ る

ため には、かな り速 く演奏す ることが必要 とな る。 しか し、詳 しくみ ると、

ガイ スバ ーグ録音 の楽曲の長 さにはかな りバ ラエテ ィがあ り、 短い ものは、

比較 的 テンポの⊥ 限が低 いことが わかる。 また、始 ま りの音頭 の ソロの部分

も、今 日の始 まり方 とほとん ど変わ らぬ、 あるいはそれ以 上にゆ っくりのテ
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ンポで ある。 これ らを考え合 わせ ると、20世 紀初頭 の唐 楽の演奏は、 始 まり

は今 日と同様 にゆっ くり始 ま り、 テ ンポの加速 は今 日よ りかな り大 きいが、

その上 限は速 くと も 〈蘭 陵王〉 や 〈武 徳楽〉程度 の 」=100前 後 で はなか っ

たか と推測 され る。

また、 フ レー ズの切 り方 にっ いては、 ガイ スバ ー グの ものは、 「明治撰 定

譜」 に近 く、よ り大 きな単位 を切れ 目と してい る。 これを時間制 限か ら来 る

速 いテ ンポに起因す る現象 とと らえる解釈 も無論可能 であ る。 しか し、 ガイ

スバ ーグ録音で テ ンポの上限が高 い ものと低 い もの との間に、 フー ジングの

点で相違がない、 という事実か ら、時間制限が な くともこのよ うに吹いてい

た、っ まり、録音 されて いる内容 は、当時 の演奏 の実態 を反 映 した ものであ

る、 という可能性を指摘す ること もで きる。

この第二の可能性 に基づ き、本稿で は次 に、 ガイスバ ー グの フレー ジング

と大正年 間に成立 した邦楽調査掛 の五線譜の フレー ジングとの比較を行 った。

その結果、 ガイ スバ ーグの フ レー ジングは明治撰定譜 に近 く、大 きな単位 の

息の切 り方をす るの に対 し、邦楽調査掛 のフ レー ジングは現在 のよ うな細 か

い息継 ぎがかな り増え来 ることがわか った。 わずか、20数 年 のスパ ンであ る

が、変化 は大 きい。

以上、分析 対象 とな る資料の件数が少 ないため断定的 な結論 を くだす こと

はで きない。 しか し、少な くとも、本論で は近代 の音楽 の様式 の変化 につい

て、材料の提 供 と解釈の可能性の問題提起 を試 みてみた。

近年、 明治期以降の洋楽受容、伝統音 楽の変化 に関す る研究が増えている。

しか し、明治時代です ら、その ころの具体的 な音楽実践 がどのよ うであ った

かを実証す ることは、資料の少な さか らきわめて困難で ある。本稿 で とりあ

げた カイスバー グ録音 と邦楽調査掛採譜 も、近代 ・現代 とい う時空間 の海原

の中の、 ほんの小 さな二っの点 に過 ぎない。近 くて遠 い明治 ・大正 ・昭和初

期。音源、採 譜資料、当事者 たちの 言説の掘 り起 こしとい う地道 な作業 を含

め、今後 とも一層の調査 ・研究が必要 とされ る領域 である。
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注

(1)CD『 全 集 日本 吹 込 み事 始 め』 東芝EMI、TOCF-59061～71、2001.

(2)ガ イ スバ ー グの 日記 が 、 ロ ン ドンのEMIに 保 管 され て い る。 ただ し、 これ は、 自

筆 で は な く、 資料 を 整 理 す る段 階 で タ イプ され た もの で あ る。

(3)日 本 滞 在 中 の 日 記 の記 述 に は 、 「日本 の 音 楽 は ひ ど い(horrible)」 あ る い は、

「篁 藁 の音 は み ょ うだ(weird)」 な どの 記 述 も見 られ る。

(4)参 考 まで に、現 在 の 〈越 殿 楽 〉 の テ ンポ は、AIA2・BIB2・CIC2・AIA2・BIB2

と演 奏 した 場 合 、 次 の 通 り(CD「 雅 楽 の世 界 』 上(COCF-6194～6195)、 日本 コ ロ

ム ビア、1990、 演 奏:東 京 楽 所)。

A!(音 頭=34付 所=36)A2=36B!=38B2=38、C1二42C2=42A1=42

A2=42B1=42B2=44

この よ うに 、 テ ンポ の加 速 が きわ め て 少 量 ず っ で あ り、 上 限 も 」==44と た い へ ん

遅 い ま ま、 楽 曲 が終 わ って い る。

⑤ 「只 拍子 」 は、 四 分音 符 四拍 の小 拍 子 と八拍 の小 拍 子 が 交 互 に来 る 時間 構 造 を持 っ

て い る。 結 果 と して 、 大 き く見 た場 合 、 洋 楽 の 「三 拍 子 」 の よ う な拍 節 感 を もた ら

し、 一 般 に、 速 度 の加 速 が大 きい。

(6)前 述 の 東 洋 音 楽 学 会 第52回 大 会 に お け る 口頭 発 表 に お い て 、 谷 本 一 之 氏 よ り、 シ

リ ン ダー録 音 の もの にっ い て は 回転 ム ラが あ り、 始 め と終 で は テ ンポ が違 う場 合 が

あ る 、 との ご教 示 を受 け た。 ベ ル リナ ー円 盤 型 録 音 に お い て この よ うな問 題 が存 在

す るの か ど う か な ど、 録 音 の 際 、 あ る い は、CDに 再 生 復 刻 す る際 の技 術 的 問 題 な

ど に つ い て は今 後 の調 査課 題 と した い。

(7)「 明 治 撰 定 譜 」 の 写 本 の 一 本 ・東 京 芸 術 大 学 所 蔵 、 多 久 毎 書 写 の 『龍 笛 中小 曲譜 』

(下)(架 蔵 番 号:W768.2/G1)を も と に作 成 。

(8)こ こで は 「採 譜 」 は実 際 の 伝 承 を そ の ま ま五 線 譜 化 す る作 業 、 「訳 譜 」 はす で に

何 らか の記 譜 法 で 記 され て い る伝 承 を 機 械 的 に五 線 譜 に 翻 訳 す る行 為 、 と定義 す る。

(9)現 在、 東 京 芸 術 大 学 附 属 図 書 館 に は、 邦 楽 調 査 掛 で行 った 雅 楽 の 採 譜 の 一 部 が 保

管 さ れ て い る。 採 譜 は完 成 稿 と草 稿 が あ るが 、 合 わせ て43曲 あ ま り の唐 楽 曲 の五 線

譜 が残 って い る。

⑩ 邦 楽 調 査 掛 の 採 譜 を 行 っ た 四名 は 次 の通 り。 氏 名 、 生 没 年 、 専 門 、 職 歴 の順 に記

す 。
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★ 多 忠 基(1869-1922)笛 ・AltHr,Tb,Vn.1879伶 員 、1907楽 師、1921楽 長

1898-1922東 京音 楽 学校 講 師(AltHr)、1908陸 軍戸 山 学校 嘱 託(Vn)

1917邦 楽 調 査 掛 参 加(48歳)

★ 東 儀俊 龍(1865-1927)璽 簗 ・コル ネ ッ ト1872伶 員 、1925楽 長 、 退 官

1898-1927東 京 音 楽学 校 講 師(コ ル ネ ッ ト)、1917邦 楽 調 査 掛 参 加(52歳)

★ 多 久寅(1884-1931)笙 、Vn,1898雅 楽生 、1909楽 師 、1910退 官

1907東 京 音 楽 学 校 卒 、1908同 校 授 業 補 助(Vn)、1911-21同 校 教 授 。1911-14ド イ

ツ留学 、1916年 邦 楽 調 査 掛 参 加 当 時32歳

★ 奥 好義(1857-1933)笛 ・フル ー ト1870伶 員 、1903退 官 、1910楽 師復 職

1881音 楽 取調 掛 御 用 掛 、1885東 京 女 子 師 範 学 校 、 東 京 師範 学 校 御 用 掛

1894-1902東 京 音 楽 学 校 講 師 、1903-10酒 田 高 女 嘱 託 、 邦 楽 調 査 掛 参 加1922年 当 時

65歳 。

これ らの 楽人 の デ ー タに っ いて は塚 原 の 研 究 を参 照(塚 原2001)。

(11>管 楽器 が 「明 治 撰 定 譜 」 撰 定 の頃 、 実 際 に どの よ うに 吹 か れ て い た か に っ い て は、

当 時 の 録 音 が な い た め現 時 点 で は 明 らか に し得 な い。 逆 に い う と、 管 楽 器 の フ レー

ズ が 「明 治 撰 定 譜 の通 りで は な い 」 と い う確 実 な証 拠 もな い の で 、 本 稿 で は、 ひ と

まず 「も し、 明 治 前 半 期 に管 楽 器 が 明 治 撰 定 譜 の 句 点 の 箇 所 で 息 継 ぎを して い た ら」

と い う仮 定 に 基 づ き、 比 較 を 試 み て み た い。
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図2壱 越調 〈胡飲酒破〉(早 四拍子)フ レージング模式図
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図3壱 越調 く武徳楽〉(早 四拍子)フ レージング模式図
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図4壱 越 調 〈蘭陵 王〉(早 八 拍子)フ レー ジング 模式 図
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図5平 調(陪 膿〉(早 只四拍子)フ レージング模式図
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図6太 食調 く合歓塩〉(早 四拍子)フ レージング模式図
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図7盤 渉 調(白 柱)(早 八拍 子)フ レー ジ ング模 式 図
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図8盤 渉調 〈青海波〉(早八拍子)フ レージング模式図
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